
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＥＷ『千歳市スポーツセンター』  千歳市真町 176-2 TEL 0123-22-1111 

愛称「ダイナックス・アリーナ」 

耐震補強・バリアフリー化と、周回ランニングコースの新設・トレーニング室の拡充 

など、昨年 3 月から大規模な改修工事が行われていた『千歳市スポーツセンター』が、 

ついにリニューアルオープン。4 月 19日(土)10：00 よりオープニングセレモニーが 

行われた後、２５日まで無料開放されます。ぜひ、新しいスポーツセンターをご体験 

ください。 
≪ 市民無料開放 ≫ オープン当日       12：30 から 17：00 まで 

20 日(日)～24 日(木)の間  9：00 から 17：00 まで 

25 日(金)         13：00 から 17：00 まで 
 

 

 

 ８月には、千歳市スポーツセンターリニューアル 

完成記念事業として 『大相撲千歳場所』の開催が 

予定されています。人気力士の迫力ある取組のほか 

相撲の禁じ手を楽しく紹介するしょっきりや、相撲 

甚句などもあるそうです。 

新設の周回ランニングコースで 

「ここが一番気持ちいい場所」 

と 話してくださったのは、 

指定管理者 千歳市体育協会 の 

木村様。お忙しい中、施設内を 

案内していただき、ありがとう 

ございました。 

玄関には 自動ドア 

エレベーターも新設 

シャワー室には 

コインロッカーも 

広くなり、 

マシンも増えた トレーニング室 
第 2 体育館 

アーチェリーはココで 

 

 
アリーナ２階 

手すりも高くなりました 

『最先端のＬＥＤ』 

今回、３月５日（水）、６日（木）の２日間、最先 

端のＬＥＤを視察に、東京ビックサイトで行われた 

「ＬＥＤ Ｎｅｘｔ Ｓｔａｇｅ」に行きました。 

初めて行きましたが、会場の大きさ、出展ブースの 

数、人の数等、たくさんの部分で驚きの連続でした。 

全国各地から視察に来ており、田舎のものの自分 

は、どこを見ても圧倒されました。出展ブースでは、 

日頃からカタログ等で商品を見ていますが、実際の 

商品を間近で触ったり、商品の特徴の説明、明るさ 

を比較できるコーナーなど、「ＬＥＤ」という言葉 

だけは、世間で周知されておりますが、各メーカー 

の商品ひとつ、ひとつに特徴があると感じ、今後の 

営業活動へ役立つ情報を入手することができまし 

た。自分としては、その中でも医療･福祉施設、教 

育現場向けの「低ノイズ(電磁妨害波)ＬＥＤ照明」 

は良い商品だなと感じました。≪営業第２Ｇ：坪井≫ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元 ： (株)  カ ミ ノ 
TEL：0123-23-4255 / FAX：0123-24-1381 

E-mail ： kamino@kamino.co.jp 

ホームページ ： http://kamino.co.jp/ 
（カミノトピックスのバックナンバーもご覧いただけます） 

 

気がつけば、あっという間にもう４月…新しいスタートの季節

ですネ。雪もとけて気温も暖かくなり、気持ちもワクワクして

きます。大きめのランドセルを背負った新一年生や、自転車で 

走り回る子供たちを見て微笑ましく思いますが、車の運転など

には十分気を付けて、普段以上に安全運転を…。 

『広告入り封筒』寄贈 

 いま、地域の中で 一人暮らしの高齢者の孤独死や子供の 

虐待など、様々な地域課題が生まれています。その要因には 

地域の連携の希薄化があります。この課題に、潤いある地域 

連帯づくりを目指して町内会などと連携しながら住民の啓発、 

支援活動の推進に積極的に取り組まれているのが 

千歳市社会福祉協議会様 です。 

 

 災害時をはじめとして「思いやり」や「絆」の大切さなど、 

もともと 日本人ならではの素顔 もありますが、高齢化の中 

福祉という難しい課題に果敢に取り組まれる協議会の一助に 

なりたく、わずかな数量ですが協力をさせていただきました。 

「思い出」楽しく残して 

 

3 月 17 日（月）、前号でご紹介した R-flow さん主催の「家族日記カフェ」 

をのぞいてきました。 

まずは、キャノンの写真プリンターで題材をプリント。構図をどうしようか、 

何色のペンを使おうか、挿絵はどうしよう。挿絵については事前に提出したお題を 

元に講師の本多さんの用意していただいた型紙を、カーボン紙を使い写し色付け。 

なるほど～、絵が得意でなくてもこんな方法があったのかと感心しました。 

進むにつれて彩りもよく、お互いの日記を見ながら意見交換をしたりお茶しながら 

会話も弾んでいました。 

年齢や環境も違う人たちが集う場はあまりない今。時間が過ぎても楽しそうで、 

次はこれを題材にすると意欲いっぱいで終わっていました。 

来店できないグループの出張講習の予約も入っていました。 

人と関わり感心したり共感したり反省したり、子育ての中では大切な事かと、 

我が子が 20歳を過ぎ、あるのは味気ない写真のみ。親子でそれぞれの立場で 

色々な人と関わり、助け助けられ、笑って泣いての一生懸命が伝わるものが 

残っているのか・・・少々反省しました。 

仲間の集まりや、学校などのレクにこのような場を設けてはいかがでしょうか。 

1 枚でもいいから思い出手書きの「家族日記」を残してみてください。 

 

≪ 営業第一Ｇ ： 小泉 ≫ 

写真中央が 

本多さん 


